
                             平成 31年 4月 25日 第 50号 

回覧  地域再生 協議会だより  

   百合が丘 2‐29‐6（老人憩いの家）59‐9356（火・金午前）isshiki-saisei@grace.ocn.ne.jp 

３年で自立目指す 
31年度本部会議 「空き家」「移動支援」を立上げ 

地域再生協議会は 4 月 10日（水）、百合丘老人の家で H31年度第 1回本部会議を開き、 

30年度度事業・決算を承 

認するとともに、役員改 

選、新年度の事業、収支 

予算を決定した。役員人 

事では志賀道郎町政策担 

当部長、渡邊聡県公社県 

西園部会長  渡邊部会長    古矢部会長   岸野部会長   西地域創生事務所長（県 

公社部会長）、西園治雄百合 2地区長（友情の山部会長）の理事就任、廣上事務局長の空 

家対策部会長兼務、古矢俊雄散策路部会長、岸野修移動支援検討部会長をそれぞれ決めた。 

内閣府の事業採択、二宮町の 31年度予算成立を受けた事業予算は、昨年度比約 40万 

円減の 535万円。国、県、町からの支援は約 110 万円減るものの、講座や散策ツアーな 

どの有料化による自主収入の拡大でその分をカバーする。予算審議に当たっては、今後 

の事業展開のベースになる「第 2期安心して住み続けられる地域再生計画（一色小学校 

区地域再生協議会の新展開）」について詳しく検討。挨拶した岡村昭寿会長は「協議会活 

動は新段階に入る。課題は多いが、3年間かけ事業の自立を目指したい」と語った。 

6事業部会はそれぞれ 20－77万円規模の予算を組んでおり、空き家対策では昨年度と 

同じく、国交省予算を独自に獲得すべく準備する。このほか、年度半ばスタートを目標 

に地域情報ポータル体系の整備に取り組むとの報告があった。 裏面に 30 年度歳出表 

一色・「ホタル復活作戦」始動 
散策路部会（古矢俊雄部会長）は、一色・鉄炮田湿地でホタ 

ルの増殖に取り組む。ホタルと言えばせせらぎ公園が有名だ 

が、数は少ないとはいえ、一色里山の麓でもその存在が確認 

されている。同部会は、せせらぎ公園で 6年間にわたって生 

育に携わってきた関口勇さんの指導を受ける。このほど緑が 

丘に近い山麓の湿地を選び、ホタル幼虫の餌のカワニナ（巻 

貝の一種）、カワニナの餌クレソンを撒いたり、放流したりした（写真）。 

関口さんによると、この地区ではかつてゲンジボタルがたくさん飛んでいた。ホタル 

の幼虫ではなく、まずはカワニナやクレソンを増やすことから始めることにした。ホタ 

ルが飛ぶ頃の様子を見つつ、年間を通じた増殖作業を行う。果たして、成果は出るか――。 
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